
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  飲食交際費となる飲食費とは 

Ｑ：1人当たり5,000円以下の飲食交際費の

対象となる飲食費は、飲食店での飲食費だけ

ですか？ 

 

Ａ：飲食店や料理店での飲食のほか、弁当

や出前、カラオケスナックなどでの飲食も含

まれます。 

【解説】 

１人当たり5,000円以下の飲食費の取扱い

は、交際費等は原則、損金不算入としたうえ

で、交際費、接待費、機密費その他の費用で、

その得意先や仕入先その他事業に関係のある

者に対して接待、供応、慰安、贈答その他こ

れらに類する行為のために支出するもののう

ち飲食その他これに類する行為のために要す

る費用であって、１人当たり5,000円以下の費

用は除くと規定しています。したがって、飲

食費だけでなくその他これに類する行為のた

めに要する費用も対象に含まれます。 

飲食その他これに類する行為のために要す

る費用とは、具体的には、飲食店や料理店の

ほか、購入した弁当や仕出し、出前、ケータ

リングサービスによる費用、その他カラオケ

スナックなどでの飲食費用なども含まれると

考えられます。 

なお、ホテルなどにおける飲食費も当然こ

の対象になるのですが、ホテルの飲食のよう

に本体料金のほかにサービス料やチャージ料

などが一体となって請求されるものについて

は、これらを含んだ総額がその対象となる飲

食費となり、サービス料やチャージ料を除く

ということはできません。 
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